
令和３年度全国学力・学習状況調査の結果の分析と今後の方向について 
R3.9.16 羽島市立中央小学校 

国語 

〇目的に応じ，必要な情報を見つけ書き出すことに苦手さがある 

 文章を読んで大体の内容をとらえることはできていても，左

の問題のように，本文の言葉を引用しながら目的に応じて７０

字程度でまとめて書くことが難しいようです。また，無回答率

も高いことから，初めから書くことを諦めてしまう児童も少な

くないようです。 

【学校では】 

 普段の授業の中で，読み取ったことを本文の言葉を引用して

書いたり，条件をつけて学習のまとめを書いたり話したりする

ことを繰り返し指導していきます。 

【ご家庭では】 

 お子さんが読んだ本について「どんな話だったか」を聞いた

り，新聞の記事やテレビのニュースなどを短くまとめて話したり，あるいは学校であったことを家で話

したりする機会をもっていただくと，思考力や表現力が高まっていくと思います。 

〇既習の漢字を文章の中で正しく使うことに苦手さがある 

 毎日の宿題でも練習を繰り返している漢字ですが，見慣れ

た文章や繰り返し書いているドリル練習の中では書くことが

できても，初めての文章の中で正しく使うことが難しいよう

です。 

【学校では】 

 国語の授業や漢字学習の中だけではなく，他の教科や日常

生活の中で既習の漢字を積極的に使って書く活動をしていき

ます。 

【ご家庭では】 

 普段から，たくさんの文章に触れるとよいです。学校で習

うだけではなく，漢字を読むこと，書くことに慣れることが

大切です。 

〇文の中における主語と述語との関係を捉えることに苦手さがある 

 主語が，文の中で「何が/だれが」を表す言葉であることを理解することができ

ていないと考えられます。３，４年生の国語で学習する内容ですが，その他の読

みの問題と比べて正答率が低いため，主語述語の学習内容を忘れてしまっている

とも考えられます。 

【学校では】 

 特に説明的文章において，文の中における主語と述語の関係，修飾と被修飾と

の関係や段落の役割について理解できるよう，どの学年でも学年の実態に応じて

学習を繰り返していきます。また，小単元の「言葉の広場」の学習で，主語と述

語を明確にした文章を書く練習をしていきます。 

【ご家庭では】 

 文章に書かれていることを理解するために最も効率がよいのは，やはり声に出

して読む「音読」です。毎日の音読の宿題を繰り返し行うことで着実に力をつけ

ていきます。 



算数 

〇問題が何を問うているのかを正確に捉えることに苦手さがある 

左のグラフを見て，５年生と６年生で「あてはまる」

と答えた人の割合の違いが，１番大きい項目を答え，さ

らにその項目の５年生と６年生の割合を答える問題に

おいて，項目だけを解答する児童が多くみられました。

「何を問われているのか」「どのように答えればいいの

か」という問題の本質を捉えることが苦手な児童が多い

ようです。 

【学校では】 

 何を解決すればよいのかを明確にした授業や，解決し

たことをもう一度問題に当てはめてみて確かめる授業

を実践していきます。 

【ご家庭では】 

普段の会話の中で，尋ねたことに的確に答えられているかを意識するとよいと思います。 

〇問題場面や式などにある数や量の意味を捉えることに苦手さがある 

 右の問題において，全部のボールを入れるためには少

なくとも４箱必要になりますが，３箱と解答する児童が

多くみられました。この式にある，２３，６，３，５と

いう数量が何を表しているかということが十分に理解

できなかったのだと考えられます。 

【学校では】 

 式が複雑になるにつれて式の数量の意味は捉えにくくなります。「これは何の数？」と確認をしなが

ら授業を実践していきます。 

【ご家庭では】 

問題場面や式を絵や図に表したり，ブロックなどをつかって表現したりすると数量に対する理解が深

めていけると思います。 

〇「倍」の理解に苦手さがある 

左のグラフにあるように，30ｍを１としたとき

に12ｍが0.4にあたるわけを考える問題です。「〇

を１とみたとき，△は□にあたる」という文があっ

たとき，□は割合，つまり倍のことを表しています。

割合は５年生で学習する難しい単元だ，というイメージがありますが，実は２年生から学習をしている

内容なのです。 

【学校では】 

 低学年から「倍」「あたり」という表現に慣れていけるように授業を実践していきます。 

【ご家庭では】 

ポイント〇倍，手のひら２こ分，などの倍の表現や，「これを１とすると」という割合の基礎となる表

現を意識的に使っていただけると倍に対する抵抗がなくなると思います。 



児童質問紙 

〇１日にテレビゲーム（コンピュータ，スマートフォン等を含む）をする時間が増えている 

毎日，同じくらいの時刻に寝たり，起きたりという基本的な生活習慣は身に付いている児童は多いも

のの，１日に４時間以上テレビゲームをしている児童の割合が高くなっています。また，児童の半数以

上が２時間以上テレビゲームをしています。コロナ禍ということもあり，お家での時間が増えたことも

その一因であるかと思います。 

【学校では】 

健康教育の一環として，学活の時間等をもちいてテレビゲームの影響や，そこから派生するＳＮＳ等

の情報モラル・リテラシーの指導を工夫していきます。 

【ご家庭では】 

「家の人と約束したことが守れていますか」という質問に対しては，半数以上の児童が守れていると

回答をしています。見届けが可能な範囲なら大丈夫と思いますが，ゲームに依存している，生活のリズ

ムが崩れてきた等の症状がありましたら，今一度ご家庭でのルールを見直していただきたいと思います。 

 

〇社会の一員としての意識がやや弱い傾向にある 

「自分にはよいところがあると思いますか」「将来の夢や目標を持っていますか」という質問に対し

ては比較的前向きな回答をしている児童が多い一方，「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」と

いう質問に対してはやや後ろ向きな回答が多かったです。誰かの役に立つ，社会貢献をすることは，人

間の大きな原動力であると考えます。他者とのつながりが希薄になっているといわれている今ですが，

これからの幸せな人生のために，自分が社会の一員であることの意識を高めていきたいです。 

【学校では】 

総合的な学習の時間や各教科において，学校の外に目を向ける活動や，地域の人や社会を支えてくだ

さっている人とつながる活動を仕組んでいきます。 

【ご家庭では】 

テレビやインターネットニュースや，地域の取組等について話をする時間をつくっていただきたいで

す。小学校の時期の経験はとても貴重です。今の状況では難しいこともあるかもしれませんが，たくさ

んの経験をさせていただきたいと思います。 

 

〇言葉で表す，話し合うことを苦手と感じている児童が増えている 

「自分の思っていることや感じていることをきちんと言葉で表すことができますか」という質問に対

し，苦手と感じている児童が多くなっています。また，「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思

いますか」という質問に対して，否定的な回答をする児童もいました。話すことは学力の向上には欠か

せませんし，豊かな人間性に向かうためには話し合うことは欠かせません。他者と言葉を交わすことで

多くのことを学び，成長していきます。 

【学校では】 

話す機会を増やすだけではなく，どのように話したらいいのかというスキルの指導も行います。 

【ご家庭では】 

お子様の価値観，考えを聴き，話し合ってみる時間をつくってみてください。何かを決める話し合い

ではなく，お互いの考えを理解する話し合いを増やしていただきたいと思います。 


